褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　23年　11月　9日　（　水　）　　　　　　　　　　　　開催回数　第7回

時　間　　15：30～16：30

場　所　　病院2階会議室

記録者　　庭田　円
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＜連絡事項＞

· 南山苑の実施指導が来年1月17日にあります。書類等の整理の準備をすすめていきます。

· 今年度下半期の勉強会を各病棟・部門で進めていってください。

・　栄養より、経管栄養者の栄養補助剤の紹介がありました。粉末状で流動食に溶かすタイプのもので価格・商品名など書かれたものを南病棟に申し送っています。

＜褥瘡報告＞

東病棟：リスクの高い方→澤田ムメ様。　体位変換実施。　食事：経口摂取

南病棟： 

新規　佐々木哲郎様→仙骨部に発生。微温湯・石鹸で洗浄後、アズノ－ル・ラップ保護

　　　　　　　　　　　体位変換実施し、日中は車椅子で過ごす。

　　継続　北山和子様→処置（ゲーベン・ラップ保護）変更なし。体位変換実施。

　　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％

　　　　　玉井クニ子様→右外課部　　改善傾向にあり

　　　　　　　　　　　処置（足浴後ゲーベン・ラップ保護）変更なし。体位変換実施。

　　　　リスクの高い方→永洞恭子様　澤田ムメ様　中野英男様
西病棟：なし

北病棟：なし 

南山苑

２階フロア：

新規　　板橋アキ様→10／29　左踵部・背部に発赤と表皮剥離あり（アズノール・ガーゼ）

継続　　吉田ルエ様→仙骨部（ゲーベン＋穴あきガーゼ保護）

　　　　　　　　　　　　食事：粥ミキサー・ミキサートロミ付、摂取量40％～100％

　　　　　軽米フミ様→尾骨部（中央部分アズノ－ル・周囲をエキザルベ　ラップなし）

　　　　　　　　　　　　食事：粥・キザミ、摂取量80～100％

　　　　　　　　　　　　処置方法変更しており、状態は良くなってきている。
　　　　　吉田正太郎様→仙骨部（洗浄後ユーパスタ軟膏＋ガーゼ保護

浸出液多いときは2回/日行なう）ポケットあり、悪化なし。

10／21より日赤病院皮膚科受診している　ＭＲＳＡ検出された

　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％　
佐藤ひさし様→仙骨部（亜鉛化軟膏塗布+ラップ保護）はよくなってきているが

　　　　　　新たに左臀部表皮剥離（アズノール、ラップ）あり。
　　　食事：経管栄養、摂取量100％

　　高リスク者（医師診察予定）　

峰田満男様→11／2　仙骨部発赤あり

　　　　　　百目木伸一郎様→仙骨部表皮剥離、臀部・両大転子発赤あり（アズノール・ラップ）

　　　　　　小山正好様→尾骨部小指大の潰瘍あり（ゲーベン・ガーゼ）
　３階フロア：　なし

· 次回の委員会12月７日（水）１５時３０分からになります。

（変更時は随時メールで連絡します）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

